
3京都市会だより

常任委員会のしごと
令和6年 11月～ 令和7年 3月の動き

常任委員会とは？
議員が分野別のグループに分かれて、市の仕事に
ついて、専門的に議論を行うために設置している。
1年を通じて、委員会ごとに毎月2回程度、� �
会議や調査を行っている。
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様々な活動のうち、
今回は「報告聴取」
「実地視察」について

紹介します。

主
な
活
動
内
容

審　　　査　本会議で審査を委ねられた議案や、市民の皆様からの要望である請願・陳情を審査する。
　　　　　　市の仕事について報告を聴取し、質疑や議論を行う。
一 般 質 問　担当分野全般にわたり、現状や将来に向けての方針の確認、政策提案等を行う。
他都市調査　他都市の先進的な事例や特色ある取組を調査する。
　　　　　　主に市内の施設等の現状を把握する。

報告聴取

実地視察

総務消防委員会（おんづか功委員長）
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新京都戦略（案）（2/19）

　令和9年度までに取り組む政策や、政策を推進
するためのしごとの仕方改革、財政・組織体制の今
後の方針を示す「新京都戦略（骨子）」のパブリック
コメントの実施結果及び「新京都戦略（案）」につい
て、議論しました。

元陶化小学校、元新洞小学校、
元立誠小学校（1/20）
　本市の活性化や地域振興に資するよう、学校跡
地の有効活用を図るための取組が行われており、
学校跡地活用の経過・実績や課題等について説明
を受けた後、活用前の校舎や活用後の施設等を視
察しました。

総務消防

環境福祉委員会（玉本なるみ委員長）
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「京都市手話言語がつなぐ心豊かな共生社会
を目指す条例に基づく手話に関する施策の推
進方針（第3期）」の策定（2/19）
　条例に基づき、手話に関する施策を総合的かつ
計画的に推進するための「推進方針」を定め取組を
進めるなか、令和6年度末に第2期推進方針の推進
期間が終了するため、取りまとめた第3期推進方
針案について、議論しました。

旧西部クリーンセンター敷地（2/4）

　次期クリーンセンター建設候補地である旧西部
クリーンセンター敷地において、概要説明を受け
た後、様々な設備や、民間事業者へ引き渡すための
中継地として、回収したプラスチック類を圧縮す
る様子等を視察しました。
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環境福祉

文教はぐくみ委員会（井上よしひろ委員長）
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①次期京都市はぐくみプラン（京都市子ども・
若者総合計画）の策定に向けた市民意見の募集
（11/18）
　令和7年度から5年間を取組期間とした新計画の
策定に取り組むなか、昨年度実施したアンケート調
査や審議会における審議を経て取りまとめた、新計
画の市民意見募集冊子（案）について、議論しまし
た。 

②多様なコミュニティの結節点としての区役所
機能充実に向けた取組（1/22）
　市民と地域の多様な主体、行政をつなぐ「結節点」
としての区・支所の重要度が増すなか、市民が幸せや
生きがいを感じられる「居場所」と「出番」のあるまち
の実現を目指す区・支所の結節点機能の充実強化に
向けた取組について、議論しました。

年　間
テーマ

「生活文化の継承・創造」
～文化都市京都の発展と、子ども達の未来のために～

文教はぐくみ

まちづくり委員会（兵藤しんいち委員長）
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「京都市建築物等のバリアフリーの促進に関
する条例」の改正案に関する市民意見の募集
の結果（12/26）
　「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関
する法律」の施行令の改正・施行に伴い、手続の合
理化や規定整備等について条例の改正案を取りま
とめるとともに、実施した市民意見募集の結果に
ついて、議論しました。

境谷公園、大蛇ヶ池公園、北鍵屋公園（1/23）

　境谷公園と大蛇ヶ池公園では、洛西“SAIKO”プ
ロジェクトの取組の中で設置されたザイルクライ
ミング等の遊具や公園の利用状況等を視察しまし
た。北鍵屋公園では、再整備により新たに設置され
た地域交流施設等を視察しました。
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まちづくり

産業交通水道委員会（平山たかお委員長）

報
告
聴
取

市バスダイヤ改正（令和7年3月22日実施）
及び市バス運転士採用試験の実施（2/20）
　利用状況に応じた減便等も含めた路線・ダイヤ
編成の改正や、新たな取組として大型二種免許所
有者のうち、過去１年間に路線バスを営む事業者
に在籍されていない方を対象とする採用試験を臨
時的に実施することについて、議論しました。

京都市上下水道局水道技術研修施設（1/17）

　技術継承と担い手の育成を図るため、配水管の
充水・洗浄や消火栓放水、漏水調査・修繕・管接合、
応急給水等が体験できる水道技術研修施設におい
て、音調棒による漏水音調査や消火栓放水作業、応
急給水作業、断水・通水作業の実演見学・体験を行
いました。
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議論の詳細はこちら。


